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笠間市は、茨城県のほぼ中央に位置し、北西部には八溝山系が、南西部には愛宕山・

難台山・館岸山が連なり、中央を北西部から東部にかけて涸沼川が台地を潤す自然豊

かな地域です。また、河川流域や台地上より数多くの埋蔵文化財が確認されているこ

とから、原始 。古代より人々が生活を営むうえで最適の地域であつたといえます。

今回の調査は道路改良工事に伴う遺跡の発掘調査であります。この調査の結果、宍

戸城本丸に付随する土塁や堀の遺跡が確認され、地域の歴史を知る上で重要な資料を

得ることができました。

この報告書を通して郷上の歴史に対する理解を深め、ひいては荻育 。文化向上の一

助として多くの人々に広く活用されますことを1強 く願っている次第です。

最後に、発掘調査から報告書の刊行に至るまで、多大なるご指導 。ご協力を賜りま

した関係機関並びに各位に対しまして心より感謝申し上げます。

平成 21年 10月

笠間市教育委員会教育長

飯  島  勇



夕」 百

1 本書 は、道路改良工事に伴 う宍戸城跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 調査 は笠間市教育委員会の指導の下、テイケイ トレー ド株式会社が実施 した。

3 遺跡の所在地・調査面積 。発掘調査期間・整理調査期間は、下記の通 りである。

所在地    茨城県笠間市平町 137 外

調査面積   340ポ

発掘調査期間 平成 21(2009)年 6月 29日 ～ 7月 27日 、 9月 2・ 10日

整理調査期間 平成 21(2009)年 7月 28日 ～ 10月 15日

4 現地調査および整理調査 は、森本 崇 。大角謙―が担当 した。

5 事務局および調査指導は下記の通 りである。

事務局  笠間市荻育委員会生涯学習課

調査指導 茨城県埋蔵文化財指導員 川崎純徳

笠間市文化財保護審議委員 能島清光

6 調査 によって得 られた資料は、笠間市荻育委員会が保管・管理 している。

7 発掘調査か ら本書の刊行 に至 るまで下記の方々にご指導・ ご協力を賜った。記 して ここに

感謝を申 し上 げます。 (敬称略・順不同)

川崎純徳 能島清光 幾浦忠男 茨城県教育庁文化課 笠間市荻育委員会生涯学習課

8 本書 における遺物観察は、下記の方々にご指導 を賜 った。

鈴木裕子 (株式会社四門)村 山 卓 (立正大学大学院生)山 中敏彦

9 発掘調査の参加者 は、下記の通 りである。 (敬称略・五十音順 )

青木 誠 大山年明 仲田 仙 横田忠利

10整 理作業の参加者 は、下記の通 りである。 (敬称略・ 五十音順 )

阿部正男 安藤節子 池口泰弘 海野浩幸 下田陽子 永田真弓 長谷川 貴司

平本 亘

凡 例

1 本書 に用 いた略号 は、SA:土塁 SD:溝 (堀 )跡である。

2 本書 に使用 した基本的な挿図の縮尺は下記の通 りであ り、 これ以外 については挿図中に明

示 した。

遺構 :  断面図 1 :20、  1 :40、  1 :80  平面図 1 :80、  1 : 150、  1 :200、  1 :400

遺物 : 土器・陶磁器・瓦 112、 1:3、 1:4 木製品 1:12

3 平面図の トー ンは、撹乱範囲を示す。

4 全側図に用 いた土塁・堀跡の想定線は、宍戸城想定図 を元 に作成 した。

5 出土遺物観察表 中の計測値 は、<>が 復元値、 ()が残存値 を示す。

6 掲載 した遺物 には、遺物毎に番号 を付 してお り、本文・挿図・表 ともに一致 している。

7 土層観察 と遺物 の色調 は、『新版 標準土色帖』(監修 農林水産省農林水産技術会議事務

局 ほか )を 使用 した。
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第 1章  調査 の経緯 と経過

第 1節 調査に至る経緯

平成 18(2006)年 7月 7日 、笠間市役所都市建設部道路整備課 は、笠間市荻育委員会荻育

長 に対 して、笠間市平町地内において計画 されている市道改良工事における埋蔵文化財の所在

の有無 と、その取 り扱いについて照会 した。 これを受 けて、笠間市荻育委員会は、水戸教育事

務所の茨城県埋蔵文化財指導員である川崎純徳氏に調査 を依頼 し、平成 20(2008)年 3月 4・

5日 に試掘調査 を実施 した。

試掘調査の結果、掘削深度の深 さより堀跡および盛土整地面を確認 し、笠間市教育委員会 は

笠間市役所都市建設部道路整備課あてに、事業地 内に遺跡が所在す る旨を回答 した。

笠間市役所都市建設部道路整備課 は、茨城県教育委員会荻育長 に対 し、平成 20(2008)年

9月 25日 付 けで宍戸城跡 について、文化財保護法 94条第 1頂 の規定 に基づ き、土木工事 の

ための埋蔵文化財包蔵地 の発掘調査 について通知 した。茨城県歓育委員会荻育長 は、現状保

存が困難であることか ら、記録保存のための発掘調査が必要 と判断 し、平成 20(2008)年 11

月 11日 付 けで工事着手前 に発掘調査 を実施するよう通知 した。

これを受 けて、笠間市教育委員会 はテイケイ トレー ド株式会社 に調査 を依頼 した。承諾後、

笠間市荻育委員会 。笠間市役所都市建設部道路整備課・ テイケイ トレー ド株式会社 は三者協議

を行ない、試掘調査の結果 に基づ き、茨城県埋蔵文化財指導員の川崎純徳、笠間市文化財保護

審議委員の能島清光 を指導委員 として平成 21(2009)年 6月 29日 ～同年 7月 27日 、9月 2・

10日 にかけて本調査 を実施 した。

第 2節  調 査 の 経 過 と方 法

発掘調査は、平成 21(2009)年 6月 29日 ～同年 7月 27日 、 9月 2日 。10日 に実施 した。

本調査目的は道路拡張工事に伴 う発掘調査であり、生活道を残すために調査区は分断して設定

する。調査区は西よりA区・ B区 。C区 と設定 した。その際に崩落の危険性を考慮 し、道路側

か ら lm離れた位置に各調査区を設定する。本調査地点は試掘段階か ら湧水が確認されてお

り、水中ポンプを随時稼動 して調査を行なった。遺構記録は S=1/20の 縮尺を基本に断面図

を手作業で作成 し、湧水の影響により、崩落の可能性の高い場所に関 しては写真測量で記録 し

た。平面図の作成は、 トータルステーションを用いて行なった。写真撮影は、35 11ullの モノク

ロフィルム・カラーリバーサルフィルムとデジタルカメラを用いて行なった。

6月 29日 、重機を用いてA区 の表土掘削を開始する。基本土層の観察を行なうため、深掘

リトレンチを設定 して上層堆積状況の把握に努めた。 自然堆積層は深度 1.60mよ り確認でき

た。硬化面を調査対象面 と定めて、表土掘削範囲を広げる。その後、遺構確認を行なうも平面

で遺構は確認されず、壁面 より上塁の上層が検出される。 A区 の掘削が終了し、 6月 30日 、

茨城県教育庁文化課の視察を受ける。 7月 1日 、高所作業車を用いて全景撮影を実施、笠間市
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教育委員会・指導委員の視察 を受 ける。

7月 3日 、重機 を用いて B区 の表土掘削を開始す る。 A区 と同様 に調査区に 2ヶ 所 の基本土

層 トレンチを設定す る。壁面 よ り上塁の上層 を確認する。 7月 8日 、茨城県教育庁文化課・笠

間市荻育委員会・指導委員の視察 を受 ける。土塁が堀へ と落込む状況や堀の埋 め立て られた状

況 を観察 す るため、 4ヶ 所の トレンチを設定す る。 7月 11日 、高所作業車 を用 いて全景撮影

を実施す る。

7月 15日 、堀底の確定 を行な うため、 トレンチ① に深掘地 を設定 して調査 を開始 した もも

の、住宅 による撹乱 を受 けた場所 により、西側壁面の崩落が著 しく、深掘調査 を断念せ ざるを

得なかった。 その後、 C区 の表土掘削を開始す る。 C区では大量の注射針や ヨンクリー ト塊な

どの廃棄物が深度 1.20～ 1,40mま で廃棄 されてお り、廃棄物の多さと湧水 を要因 とし、土壌

が緩み、崩落 を引き起 こしていた。 このような状況 を笠間市教育委員会・指導委員お よび笠間

市道路整備課 に視察 して もらい、掘削方法 を協議 した。結果、 C区 は状況の把握 を目的に調査

区を 4ヶ 所設定す る事に した。 これ らの トレンチは東か らC-1区 、 C-2区 、 C-4区 、 C―

3区 とした。 そ して、C-1区 。C-2区 は壁面の崩落 を考慮 して調査当日に埋め戻す事 に した。

表土掘削 に際 しては、深度 1.20～ 1.70m以 上現代 の廃棄物で埋 まってい る状況 を確 認 した。

このような状況で C-1区 お よび C-3区 の壁面か らそれぞれ掘の両端部 を検出す る。 7月 17

日、笠間市教育委員会・指導委員の視察 を受 け、堀 の規模 を確認する事を目的に、壁面 の崩落

に留意 して掘削作業 を行 なった。 7月 21日 、現存す る土塁の地形測量を行な う。 7月 27日 、

調査器材 を撤収、発掘調査 を一旦終了す る。

7月 28日 、整理調査に着手する。

9月 2日 、茨城県教育庁文化課・笠間市教育委員会 。指導委員・笠間市道路整備課 の監督の

下、新たに調査区 (C-5区 )を 設定 し、調査 を実施す る。その後、当日中に埋め戻す。

第 2章  位置と環境

第 1節  地 理 的 環 境

遺跡の所在す る笠間市は、茨城県のほぼ中央部 に位置 し、北部が栃木県、西部 は桜川市、東

部が水戸市や茨城町、南部が石岡市や小美玉市 に隣接 している。その笠間市は平成 18(2006)

年 3月 よ り笠間市・友部町 。岩間町の 1市 2町が合併す る事で総面積 240.27廟 の新 たな市 と

して誕生 した。

宍戸城跡 は茨城県笠間市平町 (旧 西茨城郡友部町大字平町)に 位置する。その周辺 は東北部

が八溝 山地 の一端である鶏足 山塊 に属 してお り、標高 100～ 200mの 山内山・和 尚塚・十文

字山な ど友部丘陵 と呼称 され る山地が連なっている。 また、南東部 には旧友部町域の大部分 を

占め る標高 30～ 40mの東茨城台地が、涸沼川 に沿 つて大洗方面 にまで広が る。 中央部 を東

流す る涸沼川 は国見山付近 に水源を持ち、枝折川や涸沼前川 と合流 しなが ら涸沼へ と注 いでい

る。
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表 1 宍戸城遺跡周辺の中・近世遺跡一覧
番 号 遺跡名

く戸城跡

館跡 (中世 )

S取、板場適跡 内耳土器片出土 (近 世)

五平古墳群

卸城遺跡 城郎 (中世 )

大塚古墳 塚 (近世 )

中世陶器表採

包蔵地 (中世 )

蔚上台古墳4r

坂の上塚群 塚 2基 (近世 )

第 1図 周辺の遺跡と調査地点

番 号 遺跡名 主な遺構 と時代

FttA遺 跡 澪跡、道路跡 (中世)

守楽遺跡

濫 2条 (中 世)、 長峰城跡 [推定 ]

釘小泉越跡

佐藤氏館跡「伝

水路交通 (中 世 )

経嫁 (中世)

千部塚

城邦 (中 世 )、 町指定史跡

'1塚 城郭 (近世 )

久保塚Fr

丈海皆束山栖沖絡路 井戸 (近世)

布原塚 塚 (中 世 近世 )

陶磁 器 片出 十 (中 世 折 世 )

墳丘墓、塚 (中 lL)

束原製鉄跡 製鉄炉 3基 (F‐ W「期 )
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これ らの河川や山々に囲まれ る調査地 は、 」R水戸線宍戸駅 より南方へ約 500m、 標高 26

～ 27mの沖積低地上に立地 している。現在 は豊かな水田地帯である。

第 2節  歴史的環境

本遺跡周辺の旧石器～古代 にかけての詳細な記載 は茨城県教育財団文化財調査報告書第 256

集『新善光寺 。宍戸城』にあるので、そちらを参考 にしていただきたい。 ここでは中世～近世

の状況 を中心に槻観 してい く。

旧友部町における人々の生活痕跡 は、約 15,000年 前の旧石器時代か ら縄文時代 にまたが る

石山神遺跡 に遡 る。縄文時代 は涸沼川 と涸沼前川 に挟 まれた標高 35～ 40mの 台地上 に生活

の場があ り、その周辺部一帯 に広 く縄文土器の散布地が確認 され る。その分布状況か らは縄文

時代中期 に最盛期をむかえ、後・晩期は人 口の減少をうかがえる。

弥生時代の遺跡 は、平成 11(1999)年以降の久保塚群、向原遺跡や塙谷遺跡な どの発掘調

査か ら竪穴住居跡が確認 され る。 これまで当該期は希薄な地域 と認識 されていたが、近年の調

査成果 より大規模な集落の存在が知 られ るようになる。遺跡の分布状況は涸沼前川流域 に形成

された丘陵地、その発達 した小支谷縁辺部に集中する。その分布状況か らは弥生時代後期の十

王台式上器が最 も多 く見 られ る。

古墳時代では、集落が台地上の周辺部に、古墳は台地のやや奥 まった地域 に認め られ るよう

になる。古墳の変遷か ら豪族 に支配 された時代か ら中央集権国家の勢力が徐々に浸透 し、常陸

国が成立 し、那珂・茨城郡の成立 と変化 をた どる事になる。旧友部町はその両郡の支配下 に置

かれていた と考 えられ る。

そして、中世 に至 る前段階の平安時代末期、沼川流域一帯 には九条家領荘園小鶴荘が成立 し

ている。 この所領 を寄進 したのは平直幹 と推定 され、国内諸郡 は桓武系常陸平氏が支配権 を掌

握 していた。 その後 に源氏が政権 を握 ると、常陸国守護 として八田知家の例点 となった。知家

の四男四郎左衛門尉家政が宍戸氏の始祖 とな り、 この地 は宍戸荘※と呼称 され るようになる。

よつて、 この宍戸荘 は少な くとも 14世 紀 には成立 していた と考 えられ る。宍戸氏の居館 は、

字の古館 とす る説や宍戸氏の菩提寺のある新善光寺 とす る説な どがあるが明確 にはされていな

ヤヽ。

戦国時代 の宍戸氏 は筑波 48館の旗頭 とな り、67,000石 を領 す る。 15代義利の時に天正 18

(1590)年 の小 田原 の役 に際 して豊 臣秀吉 と謁見 し、 旧領 61,000石 を安堵 され る。 その後、

16代 義処の時 に佐竹氏 と常陸統一を争 うもこれに敗れ、宍戸氏は佐竹氏の庭下 に属 してい く

ようになる。文禄 4(1595)年、佐竹氏の命令 により四郎義長 は 6,730石の真壁郡海老 ヶ島城 (現

筑西市)へ と移封 させ られ、宍戸の地 は佐竹氏の直轄地 となる。

慶長 7(1602)年、佐竹氏の代 わ りに秋 田実李が 50,000石 で移封 され、『宍戸城下絵図』

に見 られ る近世城郭 として整備 され る。正保 2(1645)年 に秋田氏が福島県三春へ と国替 え

となった際に廃城 となる。 この地は幕府の直轄領 とな り、 その城域の大部分が水田地帯へ と姿

を変えてい く。天保 2(1682)年 になると、徳川光囲の弟の松平頼雄が 10,000石 で宍戸藩 を
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第 2図 宍戸城想定図と調査区位置図 (『茨城県教育財団文化財調査報告書第 256集』をもとに作成)
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立藩 し、以後明治維新 まで松平氏が この地を支配することになる。松平氏は宍戸城の主郭を利

用 して陣屋 を築 くも、城 として本格的に機能す るような築城 はしていない と考 えられ る。

※初見、上市原如意輪寺所蔵の嘉暦 3(1328)年 に刻 まれた鰐 口銘文 「常州完 (宍 )戸庄市原

西方如意輪寺」『友部町史』参考

第 3章 遺跡の概要と基本層序

第 1節 遺 跡 の 概 要

宍戸城 は山地 と河川 に囲まれ、小規模な盆地の中で微高地 に立地す る平城である。現在 は宅

地や水田が一帯 を占めている。 この宍戸城周辺 には、佐竹 。江戸氏に対抗す るため、南東方向

に湯崎城・住吉城・長兎路城、北方向に市原城・御城遺跡の城郭が配置 されている。 また、北

東方向に里見氏の居城 とする小原城や、東南方向に横田氏の長峰城跡 と推定 され る上郷遺跡が

築かれている。城域範囲は約 1,280,000� であった と想定 され、明治 22(1889)年 の水戸線

と国道 355号線の開通以降は城跡の中心部は宅地化 されていった。

築城者 は城名 を冠するように、中世 において この地 を支配 していた宍戸氏に遡 ると考 えられ

ている。 しか し、その実態は不明確なもので、現在残存す る部分 は、秋田実李が近世城郭 とし

て整備 した もの と考 えられ る。城は現在 旧陣屋 と呼ばれ る台地 に本丸を設定 し、本丸を守備す

るため、二重の上塁 と堀 を環郭式に巡 らす構造 となっている。当時の様相 は正保年間に描かれ

た『宍戸城下絵図』 (第 28図 )か ら知 ることができ、現存 している遺構 は北側 と南側の一部分

で本丸の上塁が見 られる。現在 は北側の上塁上に末広稲荷が鎮座 している。南側の上塁が今回

の測量調査を実施 した場所である。

これまで宍戸城跡の調査は、武家屋敷を中心にして三度 にわたって調査が行なわれている。

2004年 度の調査では中世末～江戸初期の掘立柱建物跡が 17棟確認 され、その建物跡に伴 う

池跡・井戸跡や門跡 も付随 して検出されている。構造は塀 と溝 によって区画 された武家屋敷群

と認識 され、宍戸城が中世に遡 る可能性を指摘 している。 また、遺物は内耳土器や土鍋の上師

質土器、火鉢や橋鉢の瓦質土器、貿易 。国内陶磁器類が豊富に出上 し、その多 くは池跡に廃棄

されている。

2006年 度の調査では 2004年 の調査 と同様 に掘立柱建物跡 3棟、溝や井戸跡な どが検 出さ

れ る。その うち、200石の 「坂田権之助」邸 と比定 された屋敷跡か らは、石組井戸がみられ る。

遺物 は土師質土器や瓦質土器が多 くの割合を占め、貿易 。国内陶磁器類 も出上 している。

2008年 度の調査では調査区が三の上塁に対 して平行で、三の堀 に交差す る形 に設定 されて

いる。 この場所が宍戸城の構造 に直接関係す る初めての発掘調査 となってお り、堀跡内か らは

土師質土器や陶磁器が出上 している。 この堀 は 2度ほど埋 め戻 され、その間の層に植物遺体 を

意図的に敷いた と考 えられ る。 この工法は周辺一帯 を水田に利用するために、地盤強化 を目的

にした粗柔工法 と類似 していると指摘 している。
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第 2節 基 本 層 序

基本層序は本調査のA区西側壁面の深掘 リトレンチを対象に堆積状況の確認を行なった。 I

層は表土 (撹乱 )、 ■～Ⅳ層までが土塁を構築する盛上である。■層は浅黄色の砂層を主体に

した土層である。

Ⅳ層は多量に黒色粘土ブコックを合み、調査区全域に広が りをみせるため、Ⅳ層の上面を調

査対象面 と設定して調査を行なう。また、この層が上塁の基盤面であり、その内部に細片化 し

た土師質土器が多数混入 している。V層 はⅣ層 とⅥ層の間の層であり、黒色粘土ブコックと浅

黄色砂の入 り混じるという特徴を有 している。そして、Ⅵ層以下が自然堆積層である。

・ユ
′
2600m

第 3図 基本層序採取地点図

I表土 (撹乱)

II浅黄色砂
Ⅲ 灰色土
Ⅳ 灰色土

少量を含む
V浅黄色砂
Ⅵ 浅黄色砂

5Y7/4 締まりやや強い/粘性やや強い
7.5Y2/1 締まり強い/粘性強い
7.5Y2/1締 まり強い/粘性強い

5Y7/4 締まりやや強い/粘性やや強い
5Y7/4 締まりやや強い/粘性やや強い

0                 1m
1/20

黒色粘土ブロック中量、灰色土少量を含む
黒色粘土ブロック少量、砂粒少量を含む
調査対象面。黒色粘土ブロック多量、砂利

灰色土少量を含む
自然堆積層

④
ら

へ

♪

ゝ

ペ

ノ

「

/ l

住
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第 4章 検出した遺構 と遺物

調査範囲内で検出される遺構を『宍戸城下絵図』 と比較 し、 どの程度の整合性がみられる

のか参考にしなが ら、調査を進めた。本報告内で用いる遺構の呼称は、現存する本丸の上塁

(― の上塁)を SA01、 一の堀 を SD01、 A区・ B区 より確認 された二の上塁を SA02、 二の堀

を SD02と 示す。

第 1節  調 査 区  A区

深掘 リトレンチか らの断面観察の情報 により、黒色粘土 ブロックを多量 に合む硬化面 を調査

対象面 と設定 し、遺構確認 を行なった。北側壁面 (A断面)お よび西側壁面 (B断面)よ り上

塁の断面 (SA02)が 確認で きた。 また、調査区南側 に向か う傾斜面 も確認で き、 この傾斜面

が堀 (SD02)へ と向か う落込 み と推定 され る。 この傾斜 は調査 区外へ と広が ってお り、規模

や平面形 は不明である。

調査対象面 (第 5図 6層 )は、調査区一帯 に広が りをみせてい る。調査対象面 より下層 は砂

が堆積 してお り、 この硬化面が土塁の基盤であると言える。 また、調査対象面の上層か らは細

片化 した土師質土器が数多 く出土 してお り、土塁の構築時に上師質土器が混入 した上を意図的

1黒色粘± 7.5Y町 1

2浅黄色砂 5Y7/4
3黒色粘± 75Y2/1
4浅黄色砂 5Y7/4
5灰色±  10Y4/1
6灰色±  10Y守 1

締 まり強い /粘性強い

締 ま りやや強い /粘性やや強い

締 ま り強い /粘性強い

締 ま りやや強い /粘性やや強い

締 ま りやや強い /粘性やや強い

締 ま り強い /粘性強い

1/80

酸化鉄少量、浅黄色砂 ブロック少量、砂利少量含む

酸化鉄中量、灰色土少量含む

酸化鉄少量、浅黄色砂 ブロック少量含む

酸化鉄中量、黒色粘土ブロック中量合む

黒色粘土ブロック少量、砂粒少量含む

黒色粘土ブロック多量、砂利少量、土器微量含む

第 6図 A区 平面図・北側壁面断面図
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1オ リーブ黒色±  5Y3/1
2浅黄色砂    5Y7/4
3灰色±     5Y7/4
4灰色±     7.5Y2/1
5浅黄色砂     5Y7/4
6浅責色砂    5Y7/4

締 まりやや強い /粘性普通

締 まりやや強い /粘性やや強い

締 まり強い /粘性強い

締 まり強い /粘性強い

締 まりやや強い /粘性やや強い

締 まりやや強い /粘性やや強い

‐ヽ 2700m

黒色粘土ブロック少量、礫微量合む

黒色粘土ブロック中量、灰色土少量合む

黒色粘土プロック少量、砂粒少量 含む

黒色粘上ブロック多量、砂利少量含む

灰色土少量含む

南

　

Ｂ
一

第 7図 A区 西側壁面断面図

0            2m

1/80

l浅黄色砂  5Y7/4
2灰色±   10Y4/1
3灰色±   10Y4/1
4浅黄色砂  5Y7/4
5灰色±   10Y4/1
6灰色±   10Y4/1

/4Tま りやや強い /粘性やや強い

締 まりやや強い /粘性やや強い

締 まりやや強い /粘性やや強い

締 まりやや強い /粘性やや強い

締 ま りやや強い /粘性やや強い

締 ま り強い /粘性強い

酸化鉄中量、黒色粘土ブロック中量、砂利少量含 む

酸化鉄少量、浅黄色砂ブロック少量含む

酸化鉄中量、砂粒少量含む

酸化鉄中量、黒色粘土ブロック中量含む

酸化鉄中量、黒色粘土ブロック少量、砂粒少量含む

黒色粘土ブロック多量、砂利少量含む

第 8図 A区東側壁面断面図

に用 いる理由が見当た らないために、細片の上師質土器が廃棄 されていた場所 より運ばれた も

の と推察する。

壁面 の様相か ら SA02の構造 をみ る と、土塁の基盤 には締 ま りの強 い黒色粘土 ブロ ックを

混入 させ て頑丈 な基盤 を築 いてい る。 その上面 に浅黄色砂 と黒色粘上 の上層 を各々約 20～

25cmの 厚 さで交互 に盛っている。 したがつて、容易 に崩落 させないように土塁 自体 を強固に

す る版築土塁を意識 していると考 えられ る。 しか し、断面の状態は各層 を丁寧 に仕上げてお ら

ず、 叩き棒 な どの調整具を用 いた可能性 は低 い。 このため、版築 を意識す るも版築 その もので

はない と認識 して、 ここでは「版築状」 と表現する。

SA02の 規模 は北側壁面 (A断面)と 西側壁面 (B断面)よ り、硬化面の下面 よ り高 さが約

90cm以 上、幅が約 ■4m以 上あった と考 えられ る。
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出土 遺 物 状 況 (第 9-1～ 9図、 写 真 図版 5-1～ 9図 )

A区では 95点 の遺物が出上 し、本調査での出土遺物の 74%を 占める。 このうち、 9点 を掲

載する。

1・ 2は、窯道具で焼台に分類する桔梗台である。本調査より出上 したものは、胴部の長い

型 (1)と 短い型 (2)の 2種類がみられる。長い型は割れ口に釉が垂れているので、破損 し

ても繰 り返 し利用されたと考えられる。また、短い型は大型陶器を窯入れする際にその大きさ

に合わせて用いるという目的で、個体が切断されている。

＼
 多

/

(1,2,5)

0      5cm
1/3中

1/4              Cm

9

0 (6～9) 5cm
1/2

第 9図 A区 出土遺物
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3・ 4・ 5は、製作時期が 19世紀以降 と考 えられ る笠間焼である。 3・ 4は 同一個体では

ないが、遺物の様相 を把握す るために実測図上で復元 し、掲載す る。

6は 中世瓦であ り、凸面 と凹面の両面 にナデ整形が施 されている。 7・ 8は 土師質土器のカ

ワラケであ り、製作時期が中世後期 と考えられる。9は 香炉 と考えられる陶器の破片資料である。

表 2 A区 出土遺物観察表

第 2節  調 査 区  B区

B区 は、A区 と同様に黒色粘土ブコックの硬化面を調査対象面 とし、土塁 1本 と堀跡 1条が

検出された。なお、調査区北側壁面の上層観察により版築状の盛土層を確認 した。

北側壁面の西側 と東側では盛土層の様相が異なる。北側壁面の盛土層が、A区 の上塁 と連続

しているか確認するため、西側壁面の状況把握に努めたが、撹乱の影響を受けており、土塁の

方向を確認するに至 らなかった。北側壁面 (西側)の 状況は、 A区 と同様に黒色粘土ブロック

の硬化面が盛土層の基底部に見られ、その上面には高さ 15～ 25cmで版築状に盛上 している。

この盛土層も、その構造から土塁 とみてよいと思われる。

一方、北側壁面 (東側)(E断面)の 状況は、上面に粗砂が 30～ 60cmの 厚さで 2層堆積 し

ており、その下層に灰白色シル ト質土 と黒褐色シル ト質上を版築状に盛上 している。 この粗砂

は トレンチ④西側壁面 (H断面)の 6層からも検出されているため、近代以降の開発に伴つて

入 り込んだ砂ではないと考えられる。そして、平面の区画状況および北側壁面 (西側)と の構

築層の様相が異なる事から、調査区東側は SA02と SD01間 の整地面 (通 路)で あると考えら

れる。

西側壁面 (D断面)は 堀底部に拳大の円礫が敷 き詰められてお り、その上面には平成 20(2008)

年調査の堀跡か ら確認 された植物遺体堆積層 と同様の層を確認す る。 したがつて、 この場所 は

SD02に 相 当す ると推定 され、 この堀 は植物遺体堆積層の直上 まで後世の撹乱 を受 けていた。

また、西側壁面 (D断面 2層 )と トレンチ② (F断面 9層 )よ り黒褐色土層は緩やかな傾斜角

度をもち、堀の傾斜面 となる可能性がある。 トレンチ②～③の西側壁面の上層 (F・ G断面)

観察から、堀は少なくとも2回 に亘って埋戻しが行なわれているであろう。

番号 調査 区 出土位置 種 別 器 種
略
ｍ

器 高

(mnl)

底径

(II l)
胎土・和薬 色調 焼成 手法・特徴 盤

り 備 考

A区 表土一括 妬器 桔梗台 〈140〉 灰黄褐色 良好
ロクロ成形、上面に自色砂が

付着
(1610) 筆道具

2 A区 表土一括 ar器 桔梗 台 <134> 暗褐色 良好

ロクロ成形、上面に白色砂付

着、下面に粗い砂付着 (1730) 窯道具

3 A区 表土一括 陶器 層鉢 (330) 欽 釉 暗褐色 良好 悟 り目12条 (962)
=間

焼

A区 表土一括 陶 器 層鉢 <158) 鉄釉 暗褐色 良好 信 り目11条 圭間焼

5 A区 表土一括 陶器 甕 〈240〉 欽釉 暗褐色 良好 ロクロ成形 (87 2) 空間焼

6 A区 調査封象面 瓦 平 瓦

石英・雲母・

白色粒 灰 色 良好 凸面ナデ、凹面ナデ (637) ■世瓦

7 A区 調査対象面 土師質土器 カフラケ 石英 。長石 黄橙色 良好 ロクロ成形、裏面糸切痕 8, ■世後期

8 A区 調査対象面 土師質土器 カワラク 石英・長石 にぶい黄橙色 良好 ロクロ成形、裏面糸切痕 (99) 1世後期

9 A区 調査対象面 陶器 香炉 〈126〉 灰釉 淡黄色 良好 ロクロ成形
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10

杭 9

トレンチ④

トレンチ③

トレンチ②

トレンチ①

1黒褐色±      25Y3/1 締 まり強い /粘性強い 砂 粒 多量、 白色 シ

ル トブロック少量、黒褐色シル トブロック少量を含む

2にぶい赤褐色砂質± 5YR5/3  締 まり強い /粘性強い 酸 化 鉄 中量、 砂 粒

中量、自色シル トブロック多量、黒褐色シル トブロック多量を含む

3灰白色シル ト質±  75Y7/1 締 まり強い /粘性強い 酸 化 鉄 中量、 砂 粒

少量、 白色 シル トブロック多量、黒褐色シル トブロック少量を含む

4黒褐色±      2 5YR3/1 締 まり強い /粘性強い 酸 化 鉄 中量、 砂 粒

少量、白色 シル トブロック微量を合む

5オ リーブ黒色±   10Y3/1  締 まり強い /粘性強い 酸 化 鉄 中量、 砂 粒

少量、 自色シル トブロック少量を含む

※ l～ 5層は SA02と SD01間 の整地面の上層。

第 11図  B区東側壁面断面図

西

B生 2600m

1黄灰色±     25Yヮ 1  締 まり普通 /粘性普通  砂粒中量、砂利 中量

を含む

2黒褐色±     7 5YR3/2 締 まり強い /粘性強い  酸化鉄少量、砂粒少

量、黒褐色 シル トブロック多量を含む

3灰 自色シル ト質±  7.5Y7/1 締 まり強い /粘性強い  酸化鉄少量、砂 粒少

量、炭化物少量を合む

4黒色±       10YR3/3 締 まり強い /粘性強い  酸化鉄少量、砂 粒 中

量を合む

5黒色±       10YR2/1 締 まり強い /粘性強い  酸化鉄 中量、砂粒少

量を合む

※ 2・ 3・ 5層 は SA02と SD01間の整地面の土層。

第 12図 B区南側壁面断面図

生 2600m

0            2m

1/80

1緑灰色粘±  10G5/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 植物遺存体 多量、礫

多量を含む

2黒褐色±   25Y3/1 締 まりやや強い /粘性普通   明黄褐色土 ブロ ック

多量を含む

3緑灰色粘±  10Gヮ l 締 まりやや強い /粘性やや強い 砂利少量を合む

※ 1・ 3層は SD02の 客土。 2層 は SD02を構成する土層。

杭 6

杭 5

杭 11

0              5m

1/150

第 10図 B区平面図

-14-

第 13図 B区西側壁面断面図



黒色±   7.5Y2/1 締 まりやや強い /粘性やや強い

責色±   5Y7/8  締 ま りやや強い /粘性やや強い

黒褐色±  10YR3/1 締 まりやや強い /粘性やや強い

責色±   5Y7/8  締 ま りやや強い /粘性やや強い

黒褐色上  10YR3/1 締 まりやや強い /粘性やや強い

黒色粘±  10YR3/1 締 ま りやや強い /粘性強い

黄色砂質± 25Y7//8 締 まりやや強い /粘性強い

黒褐色上  10YR3/1 締 ま りやや強い /粘性やや強い

黄色砂   5Y7/8  締 まりやや強い /粘性やや強い

※ l～ 9層 は SA02を 構成する上層。

東

L2600m

黒色粘土 ブロック少量、黄色粘土ブロック少量を含む

黄色粘土ブロック多量、黄色砂質土多量を含む

黒色粘土プロック 中量、黄色粘土 ブロック少量、炭化物少量 を含む

黄色粘土 ブロック少量 を含む

黒色粘土ブロック中量、礫少量、庚化物少量を合む

黒色粘土 ブロック多量、礫少量を含む

黒色粘土 ブロック少量を含む

黒色粘土 ブロック少量、黄色粘土 ブロック少量を合む

責色粘上 ブロック中量、黄色砂質土中量 を含む

西

6

7

8

9

第 14図  B区北側壁面断面図 (西側 )

東

26 00rn

1黄灰色砂     25Y4/1 締 まりやや強い /粘性普通

2灰 白色砂     75Y71 締 まりやや強い /粘性普通

3灰自色シル ト質± 101r8/1 締 まりやや強い /粘性やや強い

4黒褐色シル ト質± 10YR3/1締 まりやや強い /粘性やや強い

5灰 自色シル ト質± 75Y7/2 締 まりやや強い /粘性やや強い

6暗緑灰色シル ト 5G3/1  締 まりやや強い /粘性やや強い

7暗青灰色シル ト 5BG3/1 締 まりやや強い /粘性やや強い

8黒褐色±     10YR3/1締 まり強い /粘性やや強い

※ 1～ 8層 は SA02と SD01間の整地面の上層。

酸化鉄中量、砂粒少量 を含む

酸化鉄中量、灰 自色シル トブロック少量を含む

酸化鉄中量、明黄褐色土少量を含む

酸化鉄中量、灰 白色シル トブロック少量を含む

植物遺存体少量、砂利少量 を含む

酸化鉄多量、砂粒少量を合 む

南

Ｆ
一

第 15図 B区北側壁面断面図 (東側 )

0            2m

1/80

司ヒ

・工
′
2560m

1暗オ リープ灰色粘±  2_5GY4/ユ

2黄色粘±      25Y7/8
3黒色粘±      75Y2/1
4暗 オ リーブ灰色粘±  2 5GY4/1

締 ま りやや強い /粘性強い 砂利少量、礫少量 を合む

締 まりやや強い /粘性強い 黒色粘上 ブロック少量を含む

締 まりやや強い /粘性強い 礫少量、黒色粘土 プロック多量 を含む

締 まりやや強い /粘性強い 酸化鉄少量、暗青灰色粘土 ブロック少量を含む

締 まりやや強い /粘性普通  酸化鉄少量を合む

締 まりやや強い /粘性強い 暗青灰色粘土ブロック少量、砂利少量、礫少畳を含む

締 まりやや強い /粘性強い 暗青灰色粘土プロック少量、礫少量を含む

締 まり強い /粘性強い   砂利少量を含む

5緑灰色砂

6黒褐色土

7黒褐色土

8暗青灰色粘土

10GY5/1

25Y3/1
2.5Y3/1

5BG4/1

9黒褐色±      25Y3/1  締 まりやや強い /粘性普通  明黄褐色土ブロック多量 を含む

10暗オ リーブ灰色粘±  2 5GY4/1 締 まり強い /粘性強い   酸化鉄中量、礫少量、砂利少量 を含む

※ 2～ 5層 は SA01を 構成す る土層。 1,6～ 8・ 10層 は SD02の 客土。 9層 は SD02の 立ち上がる土層。

第 16図 B区 トレンチ②西壁断面図
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】し

,型
′
2600m

l黒褐色±      7 5YR3/1 締 まり強い /粘性強い 酸化鉄中量、砂粒少量を合む

2黒色粘±      25Y2/1  締 まり強い /粘性強い 酸化鉄少量を合む

3オ リーブ褐色粘±   25Y4/3 締 まり強い /粘性強い 酸化鉄少量を含む

4暗 オ リーブ灰色粘±  2 5GY4/1 締 まり強い /粘性強い 酸化鉄中量、砂粒少量、礫少量を含む

※ 1～ 3層 は SA02を構成する土層。 4層は SD02の 客土。

第 17図  B区 トレンチ③西壁断面図

旦
′
2550m

0   
も
         2m

1/80

1灰色粘±    75Y5/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 酸化鉄中量、明黄褐色土少量、灰自色シル トブロック少量、砂利少量 を含む

2灰色粘±    75Y5/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 酸化鉄中量、灰 白色シル トブロック少量、砂利少量を含む

3黒色粘上    N2/   締 まり強い /粘性強い     酸化鉄少量を含む

4暗青灰色シル ト 5BCν l 締 まり強い /粘性強い     明黄褐色土少量、灰自色シル トブロック少量を含む

5灰色粘上    10Y4/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 砂利少量を含む

6灰色砂     10Y5/2 締 まりやや弱い /粘性弱い

7暗緑灰色砂   10G4/1 締 まりやや強い /粘性やや強い

8緑灰色砂    5G6/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 自然堆積層

※ 1・ 2・ 4～ 7は SA02と SD01間 の整地面の上層。 3層 は SA02を 構成する土層。 8層 は自然堆積層。

第 18図  B区 トレンチ④西壁断面図

東

,ユ
′
2500m

0        1m
1/40

1青灰色粘± 10BG5/1 締 まり強い /粘性強い 砂粒少量、礫微量を含む

※ 1層 は SD02の 客土。

第 19図 B区杭 No.1～ 4断面図

SA02の 規模は北側壁面 (西側)(D断面)と トレンチ②西側壁面 (F断面)よ り、高さが約

1。20m以上、幅は約 3.70mあ った と考えられる。そして、SD02は 幅が約 4.60m以上、深さ

は堀底を検出していないため不明である。

また、 この調査区西側のからは H本 の木杭が検出されている。平面的に見ても直線的な並

び方 となってお り、基本的には 2本 1組のまとまりを見る。杭の先端は調査対象面 より約 1.5

mま で位置する。埋設時の掘 り方は確認できないため、この木杭は打ち込まれたもの と考えら

れる。

検 出当初 は SD02の 内部 に直線的な並 びで配置 されてい るため、「木橋」の可能性 が考 えら

れた。 もしこれ らの杭列を「木橋」 とす るな らば、対 となる杭列が東 または西 に発見 されない

と断定で きない。 しか し、対 となる杭列 は検出されなかった。 よって、杭列は木橋で な くて「土

留め板 を固定する杭」である可能性が高い。土留めの杭 と仮定す ると、杭 は土塁 と平行 に打ち

百

Ｇ
一

西

Ｉ
一
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込まれてお り、土塁の修繕を目的にしたものと考えられる。また、杭は近代建築の材でな く、

秋田氏・松平氏の時代に上塁が修繕された と仮定 して、近世以降の建築部材であると考えられ

る。

出 土 遺 物 状 況 (第 20-1～ 9図、 写 真 図 版 5-10～ 16、 19。 20図 )

B区では 29点 の遺物が出土 し、本調査での出土遺物の 22%を 占める。 この うち、 9点 を掲

載す る。

1は 16～ 17世紀 の火鉢 の破片である。 2は 常滑焼 の大奏 とな る破片資料である。 3・ 4

は ともに瀬戸・美濃焼であ り、器種 は 3が碗、 4が瓶である。

5～ 7は 土師質土器 のカワラケである。 5は 中世、 6は 15世紀中頃 よ り以前、 7は近世 と

製作時期が考 えられ る。

8,9は 杭列周辺 よ り出土 した建築部材である。 8の 木杭 は正確 な検 出位置が不明のもので

ある。成形 は木材 の先端部分 を何度 も削ってお り、 その加工痕が顕著 に残っている。 9の木杭

は木杭 No。 1で あ る。樹皮が残 ってお り、成形 は木材 の先端部 を数回にわたって面取 りした程

度の状態である。

一〇

甲

‐

４

劇
Ｈ
日
川
用

一
一
一死

＼、 ビ違正三ニンク

れ

翻

＼
＼  LE正ク

/

1/3

1/2

0  (1)5cm
中

O (2～ 7) 5cm 0       (8,9)      50cm

1/12

第 20図 B区出上遺物
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表 3 B区 出上遺物観察表

番 号 調査 区 出上位置 種 別 器種
唯
ｍ

絲
ｍ

降
鰤

胎土・釉薬 色 調 焼成 手法 ,特徴 菫
①

備 考

1 B区 トレンチ① 土器 火 鉢 (282〉 琵石・石英 赤褐色 良舞 ロクロ成形 16～ 17世紀

2 B区 調査対象面 妬 器 甕 長 石 掲灰色 良好 冷積 み成形 、ハケ調整 1750) 常滑焼

B区 調査対象面 陶 器 碗 灰釉 オリーブ黄色 良好 ロクロ成形 (48) 頑戸・美濃

B区 調査対象面 陶器 瓶 鉄 TEI
外面 :暗褐色

内面 :灰色
良好 ロクロ成形 瀬戸・美濃

5 B区 調査対象面 土師質土器 カフラケ く40> 石英 。長石・雲母 黄橙色 普 通 震面板 目痕 (31) 中世

6 B区 調査対象面 土師質土器 カフラケ く178〉 長 石 こぶい黄橙色 良好 非ロクロ成形、 口縁部被潔 (110)
15世ほ窃前

7 B区 調査対象面 土師質土器 カワラケ 石英・長石 貢橙色 普 通 ロクロ成形、裏面糸切痕 (60) 近 世

番 号 調査 区 出上位置 種男J 器種

さ

ｍ＞

長

ぐｃ

幅

ｃｍ
特 徴 備考

8 B区 SD02 木製品 建築部材 加 工痕 、被熱

9 B区 木製品 建築部材 加工痕、虫食い痕 杭No l

第 3節  調 査 区  C区

C区 は大量の廃棄物 と湧水を原因 として壁面の崩落が著 しく発生 した。可能な限 りの発掘調

査を実施するため、 トレンチを 5ヶ 所設置 して記録保存に努めた。 この 5ヶ 所の トレンチのう

ち、 C-1区、 C-3区およびC-4区 より調査成果が得 られる。 また、後 日追加 したC-5区

の調査成果 は、第 4節で述べ る。

④

G-4区 C-2区

0          5m
1/200 ~~

第 21図 C区平面図

C-1区では、北側に隣接するSA01に 対するSD01が東側壁面 より確認できた。惜 しくも土

塁から堀へ と至る傾斜面の部分は土壌が緩 く、壁面より大量の流水があって綿密な調査を断念

せざるを得なかった。 しかし、深度約 1.6mよ り堀底部からSA01への立ち上が りを確認 した。

地表面から約 1.20～ 1.70mは タイル・コンクリー ト塊 。大量の注射針などの廃棄物による撹

乱を受けている。 1層か らは笠間焼の破片が出上 し、 2層 は SA01へ 向かって立ち上がってい

く様相が観察された。

C-3区では、SA01に 対応するSD01の 対岸の立ち上 りを確認する。 この事より、堀の形状・

C-1 区

C-3区

-18-



堀の規模 を把握す る事がで きた。堀の底面 は地表面か ら約 1,70～ 1.80mに位置 し、底面 には

締 ま りの非常 に強 い粘上が拡がっている。 そ して、堀 の端部 は異な るシル トや粘土 を高 さ 10

～ 20cmで、版築状 に盛って築造 している様子が うかが える。堀の立ち上が りは底面か ら、 21

°
で上が り、段差 をつ けて 45° の傾斜角度で立ち上が る。堀の断面形状 は丸みを帯びている事か

ら「毛抜堀」である可能性が考 え られ る。堀 内部の上層状況 は、最下層 より順 に多量の砂粒 を

合 む層、砂粒 の少 ない層、粘質土層が各 20～ 25cmほ どの厚 さで堆積 している。 そ して、 上

面 には様々な廃棄物が投棄 されている。土層堆積状況か らこの調査区では、堀の内部 に流水 が

あ り、堀底 に細かな砂粒子が堆積 した と考 えられ る。 また、粘上 については近隣住民の話や町

史 より水田の上が流入 した と推察する。

C-4区 で は C-3区 で確認で きた堀の対岸 と考 え られ る版築状土層 は検出されな く、堀 の

立ち上が りは確認 されなかった。 よって、 C区 の範囲内は全て堀の内部であると考 え られ る。

したがって、検 出された SD01の端部 とSA01の 現位置の関係により、堀幅は 13.80～ 15。 20

mと 推測 され る。

―
生 1 

撹乱
 |ュ

′
2600m

一
ー

1/80

第 22図 C-1区東側壁面断面図

l黒褐色±  10YR3/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 明黄褐色土少量、礫少

量を含む

2黒褐色±  10YR3/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 明黄褐色土中量、礫少

量、砂粒少量を含む

※ 1～ 2層は SD01内 部の客土。

1灰 白色シル ト     10Y8/1  締 まり普通 /粘性普通     砂粒 多量、

礫少量 を含む

2灰 白色シル ト     5GY8/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 砂 粒 少量、

暗オ リーブ灰色シル トブロック中量を含む

3暗オ リーブ灰色シル ト 2 5GY3/1締 まりやや強い /粘性やや強い 砂粒 少量、

灰白色シル トブロック少量を含む

4灰 自色シル ト 5GY8/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 砂 粒 少量、

暗オ リーブ灰色シル トブロック少量を含む

5暗オ リーブ灰色シル ト 2 5GY3/1締 まりやや強い /粘性やや強い 砂 粒 少量、

灰 自色シル トブロック少量を含む

6灰 自色        5GY8/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 砂粒 少量、

暗オ リーブ灰色シル トブロック中量を含む

7オ リーブ黒色     75Y3/1 締 まり強い /粘性強い     明黄褐 色

土少量、黒色粘土ブロック少量を含む

8灰色粘土 10Y5/1  締 まりやや強い /粘性強い   礫 少 量、

砂利少量を合む

9灰色粘±       75Y5/1 締 まりやや強い /粘性強い   礫 微 量、

砂利少量 を含む

10オ リーブ灰色砂質±  5GY5/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 砂 粒 大量、

砂利少量 を含む

llオ リーブ灰粘±    2 5GY5/1締 まり強い /粘性強い    砂 粒 少量

を含む

※ 2～ 7・ H層 は SD01を 構成する土層。 8～ 10層 は SD01内 部の客土。

1暗オ リーブ灰色ンル ト2 5CY3/1締 まりやや強い /粘性やや強い 砂 粒 少 量、

灰白色 シル トブロック少量を合む

2灰 白色シル ト    5GY8/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 砂 粒 少 量、

暗オ リーブ灰色シル トブロック中量を含む

3オ リーブ黒色シル ト 75Y3/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 砂 粒 少 量、

黄色土粒少量を含む

4灰色粘±       10Y5/1 締 まりやや強い /粘性強い   礫 少 量、

砂利少量を合む

5オ リーブ灰色砂質±  5GY5/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 砂 粒 大 量、

砂利少量を含む

6オ リーブ灰色粘±   2 5GY5/1締 まり強い /粘性強い    砂 粒 少 量

を合む

※ 1～ 3・ 6は SD01を構成する土層。 4・ 5層 は SD01内部の容上。

2m

第 23図 C-3区 西側壁面断面図

北

B夕
26 00rn

・型
′
2600m

南

第 24図  C-3区 東側壁面断面図
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Y2600m

1灰白色砂質上     10Y8/1 締 ま り普通 /粘性普通     砂粒多量、

礫少量を含 む

2灰 白色シル ト     5GY3/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 暗オ リー

ブ灰色シル トブロック中量、砂粒少量を合む

3暗オ リーブ灰色 シル ト 2 5GY3/1締 まりやや強い /粘性やや強い 灰 白色シ

ル トブロック少量、砂粒少量を含む

4灰 自色シル ト     5GY8/1 締 まりやや強い /粘性やや強い 暗オ リー

ブ灰色シル トブロック中量、砂粒少量を合む

5オ リーブ黒色シル ト 75Y3/1 締 ま りやや強い /粘性やや強い 黄色土粒

少量、砂粒少量を含む

※ 2～ 5層 は SD01を 構成す る土層。
0             2m

1/80

第 25図 C-3区南側壁面断面図

出土 遺 物 状 況 (第 25-1～ 2図、 写 真 図 版 5-17・ 18図 )

C区では 5点 の遺物が出土 し、本調査での出土遺物の 4%を 占める。 このうち、 2点 を掲載

する。

1は、笠間焼の糠 白釉青流掛徳利であり、製作時期は 19世紀以降 と考えられる。施釉は内

面に鉄釉を施 し、外面に糠白釉をかけた後に緑釉が施される。

2は、 C-3区 南側壁面の版築土層の 3層 内より出上 したカワラケで、製作時期は 16～ 17

世紀 と考えられる。遺物をとおしてこのカワラケのみが SD01遺構に伴つて出土されてお り、

築城時期に関連する遺物であると言える。

軽
ミ 1

第 26図 C区 出土遺物

0           5cm
1/2

表 4 C区 出土遺物観察表

番 号 調査 EXE 出■I1/置 種別 器 種
日径

(mm)
絲
ｍ

底径
胎土・和薬 色 調 焼成 手法・特徴

重量

(rI)
備 考

I Cl区 調査対象面 陶 器 徳利 糠 自釉、緑釉
外面 :灰 自

色・緑灰色/
内面 :灰色

良好 ヨクロ成形 (820 笠問焼

2 C3区 南壁 土師質土器 カフラク <178〉 <88> 石英 。長石・雲母 にぶい黄橙色 良好 ヨクロ成形 16～ 17世紀
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第 4節  現 存 す る 土 塁 (C-5区 、 SA01)

現存す る本丸 の上塁 (SA01)に 関す る測量調査 お よび、道路改良工事時 に隣接す る土塁の

断面観察 を行 なった。土塁の等高線 は 25 cm間 隔で測量 を実施 した (第 4図参照 )。 また、断面

観察の行なった地点はC-5区 と名称付 け、 C区発掘調査の継続地点名を付 した。

SA01の 残存状況 の良い場所 は南北方向に長 さ 32.20m、 幅 2.20～ 6.20mを 測 る。土塁の

東西方向は削平 されてお り、現状で民家の庭 を、宍戸小学校設立の際に削 り取 られた と伝 えら

れている。土塁 は 2段階の高低差 を成 してい る様子が現状で確認 され る。その 1段 目は地表面

よ り約 2.10m、  1段 目か ら土塁の最頂部 までは、約 1.60mの 高 さを上 ると上面 は平坦面 とな

っている。 したがつて、地表面か ら現状で土塁の残存する高さは約 3,7m(東側斜面で約 4.Om)

を測 る。

C-5区 で断面観察 を行 なった結果、土塁か ら堀底へ と至 る傾斜角度は 54° を測 る。堀底か

ら土塁の最頂部 まで 4.4mを 測 り、堀底 は南方向に位置す る道路の方向へのびるため対岸の確

認はで きなかった。堀底 はC-3区 の底面 と同様 に締 ま りが非常 に強い黒色粘上が確認 された。

その上面 に位置す る版築土層の厚 さは 1層 が 12～ 14cmの 厚 さで盛上 してお り、 これ まで確

認 してきた土塁の上層断面 とは SA01の 版築土層 の様相 は異な る。土層は黒褐色土 とにぶい黄

褐色上で盛上 している。
1極暗褐色±   7 5YR2/3締 まり弱い /粘性普通

量を合む

明黄褐 色土粒少

2黒褐色±    7 5YR3/2締 まり普通 /粘性やや強い   明黄褐 色土粒 中

量、砂利微量を合む

3暗褐色±    10YR3/4 締まり普通 /粘性やや強い   明黄褐 色土粒少

量、明黄褐色土ブロック少量を含む

4にぶい黄褐色± 10YR守 3 締 まりやや強い /粘性やや強い 明黄褐 色土粒多

量、明黄褐色土ブロック少量、炭化物微量を合む

5黒褐色±    10YR〃 3 締まりやや強い /粘性やや強い 明責褐 色 土粒少

量、明黄褐色土ブロック少量を含む

6にぶい黄褐色± 10YR4/3 締 ま りやや強い /粘性やや強い 明責褐 色 土 ブロ

第 27図  C-5区 北側壁面断面図

ック多量を含む

7黒褐色±    10YR3/1 締 まりやや強い /粘性やや強い

量を含む

8黄褐色±    10YR5/6 締 まりやや強い /粘性やや強い

量を含む

9黒褐色±    10YR町 2 締 まり強い /粘性強い

ック少量、砂利微量を含む

10黒色粘±    10YR1 7/締 まり強い /粘性強い

※ 1～ 10層 は SA01を構成する土層。

1極暗褐色±   7 5YR2/3締 まり弱い /粘性普通

量 を含む

2にぶい黄褐色± 10YRク3 締 まりやや強い /粘性やや強い

量、明黄褐色土ブロック少量、炭化物微量を合む

3黒褐色±    10YRク 3 締 まりやや強い /粘性やや強い

量、明黄褐色土ブロック少量を含む

4にぶい黄褐色± 10YR守 3 締 まりやや強い /粘性やや強い

ック多量を含む

5黒褐色±    10YR3/1 締 まりやや強い /粘性やや強い

量を含む

6黄褐色上    10YR5/6 締 まりやや強い /粘性やや強い

量を合む

7黒褐色±    10YR町 2 締 まり強い /粘性強い

ック少量、砂利微量を含む

8黒色粘±    10YRl η 締 まり強い /粘性強い

※ 1～ 8層 は SA01を 構成する土層。

・工
′
2600m

0            2m

1/80

第 28図 C-5区 東側壁面断面図

明黄褐 色 土粒少

明黄褐 色土粒多

明黄褐 色土 ブロ

砂利微量 を含む

明黄褐 色土粒少

明黄褐色 土粒多

明責 褐色 土粒少

明責褐 色 土 ブロ

明責褐 色 土粒少

明責褐 色土粒多

明黄褐 色 土 ブロ

砂利微量 を合む
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第 5章 総括

前章 まで記 したように、今回の調査では、2本の上塁 とそれに伴 う堀跡が各 1条検出された。

少ない調査面積の中ではあったが、一定の成果を上げる事ができた。 ここでは今回の調査で検

出された遺構 。遺物 について概観 し、 まとめ としたい。

調査 区 A・ B区 では、 その双方 にまたがって二の上塁 (SA02)が 位置 してお り、 それ に沿

って南側 に堀 をめ く
゛
らせている様子が確認できた。 この上塁の構造 は地盤強化の目的で締 まり

の強い粘土で整地 し、その上面 に粒子密度の異なる土壌 を版築状に盛ってい く構築方法を用い

ている。 また、 B区か らは土塁に沿って 1列 に並んだ杭列が検出された。 この杭列は一箇所 に

つき、あたか も 2～ 3本ずつ意図的に束ねたかのような位置関係で出上 してお り、上塁の構築、

あるいは修繕 を行な う際、土留め工事のために打ち込 まれた木杭である可能性が考 えられ る。

この工法は、現在で も最 も簡易的な土留め支保工 として使われてお り、その歴史を考 える上で

の貴重な資料であるといえる。宍戸の地では中世以後、宍戸氏・佐竹氏 。秋田氏 。松平氏 と度

重なる支配者の交代 をみてお り、現地調査の結果か ら、そのいずれかの時点で城の修繕工事が

成 されている可能性が指摘 され る。

調査区 C区では、ほぼ全ての区画か ら本丸の上塁 (SA01)に 伴 う堀跡 (SD01)が検出された。

C-3区 か らは堀の端部が一部検出 している。シル トのみで構築 した理由 として、締 まり 。粘

性が共 に強い上で構築す る事により、堀の形状 を保 ち埋没を防 ぐ役割を持たせ るため と考 えら

れ る。 そ して、 C-5区 か らは SA01か ら SD01へ と傾斜す る一連 の様相が認 め られた。 その

様相 はC-3区 の基底部 に見 られ る粘土 をC-5区 か らも確認で き、 その上面 に版築土層 を構

築 して SA01を 築 いている。 また、本丸の上塁 (SA01)と 二の上塁 (SA02)で 構築 している

盛上の様相 には差異をみる。 この事 により、本丸の上塁 と二の上塁は構築 された時期 に差が生

じている、あるいは本丸の上塁が丁寧 に盛土された可能性が考 えられる。

出土遺物 は、主に中世～幕末にかけての資料が出上 しているが、近世初頭に位置す る遺物の

出上が少ない傾 向が見受 けられた。これは秋田氏の国替えによって宍戸城が廃城 となった際に、

当該地 において陶磁器類 を使用す る身分の者が少な くな り、廃棄 され る遺物 も少な くなった結

果であると考 えられ る。 また、窯道具や笠間焼の破片が出上 してお り、本調査区周辺 に窯が造

られていた可能性が考えられ る。

以上、今回の調査で検出 した遺構 と遺物 について記 した。本調査区内で検出された堀跡の基

底部の自然堆積層か らはシル ト質上がほ とん ど見 られない事か ら、宍戸城の上塁はタタキ土居

ではな く、 自然の湿地 に他所か らシル トや粘土を運び込み、それを高 く版築状に盛 る事で築城

していた と考 えられ る。 これは堀の壁面 についても同様の構造が確認でき、土塁 と成 した盛土

の間に位置す る自然の湿地 を堀 として流用 していた可能性がある。 しか し、『宍戸城下絵図』

には堀 に水 を湛えた様子が描かれてお り、現地調査での流水量か らは想像できない。 この事の

解明については、宍戸城全体の調査 に関する今後の課題であ り、周辺調査による資料の蓄積が

望 まれ る。
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表 5 出土遺物集計表

第 29図 宍戸城下絵図

出上位置

陶器 磁 器 妬 器 土 器 昇子をξ 瓦

木
製
品

計

籠鉢 瓶 秦 香 炉 皿 不 明 碗 甕 皿 窯道具 不 明 火鉢 悟 鉢 皿 土日市絡
文

器

縄

土 不明 打斧 平 瓦 丸 瓦

築

材

建

都

A区 表土一括 6 7 2 21

A区
調査対象面

一括 2 1 2

B区
調査対象面

一括 ! 1 8 2 2 15

B区 トレンチ① 2 2 1 4 1 と2

B区 トレンチ② と 1

B区 トレンチ③ 1

C-1区
調査対象 面

一括 」 I 1 3

C-3区 南壁

C-5区 封陛壁

計 7 9 7 2
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A区 金景 (東から) A区北側壁面

A区西側壁面A区東側壁面

B区 全景 (西から)

B区北側壁面 (東側 )

B区北側壁面 (西側 )

B区東側壁面



写真図版 2

B区南側壁面

B区 トレンチ①礫検出状況 (西から)

B区 トレンチ②西側壁面 (南部)

B区木杭 No.1～ 4検出状況 (南から)

B区 トレンチ②西側壁面 (北部)

B区 トレンチ③西側壁面 (中央部) B区 トレンチ④西側壁面 (北部)



写真図版 3

C-1区 東側壁面

C-3区 東側壁面
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全景 (西 から)

C-3区 南側壁面
守

"掘

C-3区 南側壁面 遺物出土状況 (北から)

C-3区 西側壁面 (南側深掘 り)

C-3区 西側壁面

C-3区 堀底プラン確認 (西側壁面)



写真図版 4

C-3区 堀底プラン確認 (東側壁面) C-5区 北側壁面

C-5区 東側壁面 土塁 遠景 (西 から)

土塁 現状風景 2(北から)土塁 現状風景 1(南から)

上塁 現状風景 4(北から)土塁 現状風景 3(西から)



け 絢
7A区調査対象面―括

写真図版 5

1.A区表土―括

逮
綾
�

Ｉ

　

　

　

　

　

　

　

Ｂ

ｌ

　

　

　

　

　

　

　

４

”

括

18C-3区 南壁―括17C-1区 調査対象面―括

鯵ヽ悪簸
8.A区調査対象面―括

?∞
9,A区調査対象面―括

―括

19.B区

調査対象面―括

踵
象面．

ヽ
中

宍戸城跡出土遺物

16B区調査対象面―括
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宍戸城跡

いばらきけんかさまし
茨城県笠間市

たいらまち 137ほ ん`
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市道(友)1級
13号線道路聯
良工事に伴う
埋蔵文化財発
据調査報告書

所 収 遺 跡 名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

宍戸城跡 城館 中世～近世
土塁 2本
堀跡 2条

桔梗台
瀬戸・美濃(碗・瓶)

笠間(播鉢・甕・徳利)

常滑(甕)

土師質土器 (皿)

木製品(建築部材)

正保年間作成された「宍戸城下
絵図」に見られる位置より土塁
および堀跡を検出する。

要 約

今回の調査は、現存する本丸の土塁を測量し、発掘調査より本丸の堀跡、二の土塁および堀跡を

検出する。本丸の土塁は基底部に締まりの非常に強い粘土がみられ、その上面に版築手法を用いて

にぶい黄褐色土層と黒色土層を盛土する。また、二の土塁の構造は基底部に締まりの非常に強い粘
土を盛土し、その上面に版築手法を用いて砂質土層や黒色粘土層を盛土する。本丸と二の堀では盛

土する土層に異なりが見られる。堀跡は掘って構築したものでなく、土塁と同様で版築状に盛土をし

ている。また、堀の内部に打ち込まれた杭列が検出され、この杭列は土塁の修繕を行なう際に土留め

板を固定する目的で用いたものと考えられる。遺物は少量ながらも中世のカワラケ、近世以降の笠間

焼および窯道具 (桔梗台)が 出土する。
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